
　
　高
山
寺
経
蔵
典
籍
に
お
け
る
古
辞
書
利
用

　

池
田
　証
寿

　

　
　一

は
じ
め
に

原
本
玉
篇
、
篆
隷
万
象
名
義
、
倭
名
類
聚
抄
、
類
聚
名
義
抄
な
ど
、
高
山
寺
本

と
し
て
世
に
知
ら
れ
る
古
辞
書
が
多
い
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
中
国
及

び
日
本
撰
述
の
古
辞
書
を
利
用
し
た
跡
が
現
在
の
高
山
寺
経
蔵
の
典
籍
の
中
に
そ

の
引
用
文
の
形
式
で
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
引
用
文
、
す
な
わ
ち
古
辞
書

逸
文
を
通
し
て
見
た
高
山
寺
経
蔵
典
籍
に
お
け
る
古
辞
書
利
用
に
関
し
て
は
、
既

に
か
な
り
の
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

築
島
裕
（
一
九
六
九
、
一
九
八
八
）
は
改
編
本
系
類
聚
名
義
抄
の
逸
文
に
基
づ

き
、
改
編
本
系
類
聚
名
義
抄
の
成
立
と
受
容
の
様
相
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
お
い
て
引
用
の
最
古
の
例
と
し
て
菩
提
場
所
説
一
字
頂
輪
王
経
（
第
一
部

32
号
）
の
書
き
入
れ
が
存
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

白
藤
礼
幸
（
一
九
八
〇
）
は
「
古
辞
書
史
上
の
高
山
寺
」「
高
山
寺
古
目
録
に

み
え
る
辞
書
群
」「
高
山
寺
に
お
け
る
古
辞
書
利
用
」
の
三
章
に
分
け
て
高
山
寺

の
古
辞
書
を
俯
瞰
す
る
が
、
そ
の
最
後
の
章
に
お
い
て
、
高
山
寺
の
典
籍
に
お
け

る
古
辞
書
の
利
用
の
実
例
を
掲
げ
て
、「
高
山
寺
の
古
辞
書
群
に
は
、
玄
証
の
影

が
濃
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
い
う
興
味
深
い
見
解
を
示
し
て
い
る
。

宮
澤
俊
雅
（
一
九
八
〇
）
に
始
ま
る
一
連
の
論
考
は
、
極
め
て
多
数
の
逸
文
を

収
集
し
て
お
り
、
有
益
で
あ
る
。

近
藤
泰
弘
（
一
九
八
〇
）
に
は
特
に
本
草
関
係
の
辞
書
的
な
記
述
を
ま
と
め
た

箇
所
が
あ
る
。

三
保
忠
夫
（
一
九
八
八
、
一
九
八
九
）
は
、
白
藤
（
一
九
八
〇
）
が
指
摘
し
た

「
玄
証
の
影
」
を
新
撰
字
鏡
の
利
用
に
着
目
し
て
実
証
し
よ
う
と
し
た
論
で
あ
る
。

月
本
雅
幸
（
一
九
八
九
）
は
、
不
動
立
印
儀
軌
鈔
を
紹
介
し
た
論
で
あ
る
が
、

玉
篇
と
一
切
経
類
音
決
の
逸
文
を
紹
介
し
て
い
る
。
一
切
経
類
音
決
は
、
字
様
と

し
て
、
ま
た
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
の
出
典
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
る
文
献
で

あ
る
（
関
連
の
論
考
は
池
田
証
寿
（
一
九
九
五
）
を
参
照
）。
な
お
、
一
切
経
類

音
決
は
孔
雀
経
音
義
（
第
一
部
233
号
）
に
も
一
条
の
引
用
が
見
え
る
こ
と
が
沖
森

卓
也
（
一
九
八
〇
）
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

土
井
光
祐
（
一
九
九
四
）
は
、
起
信
論
本
疏
聴
集
記
（
大
日
本
仏
教
全
書
本
）

に
基
づ
き
、
聞
書
の
注
釈
書
化
と
古
辞
書
の
利
用
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

訓
点
資
料
と
注
釈
書
と
の
関
係
を
通
し
て
、
そ
の
訓
読
や
音
読
を
論
じ
た
研
究

に
範
囲
を
広
げ
れ
ば
、
沼
本
克
明
（
一
九
八
〇
ａ
、
一
九
八
〇
ｂ
）、
白
藤
礼
幸

（
一
九
九
〇
）、
松
本
光
隆
（
一
九
九
二
）、
小
助
川
貞
次
（
一
九
九
七
）
な
ど
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
は
、
先
学
の
驥
尾
に
付
し
て
、
高
山
寺
経
蔵
典
籍
所
引
の
古
辞
書
逸
文
に

つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。



　
　二

逸
文
収
集
及
び
記
載
の
方
法

逸
文
の
収
集
に
あ
た
っ
て
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
方
針
に
よ
っ
た
。
(1)
で
き
る

限
り
先
学
の
言
及
の
な
い
逸
文
を
探
索
し
紹
介
す
る
。
(2)
平
安
鎌
倉
時
代
の
文
献

を
中
心
と
す
る
。
(3)
紹
介
済
み
の
文
献
で
も
重
要
度
が
高
い
も
の
は
翻
刻
し
て
再

検
討
す
る
。

逸
文
の
記
載
の
方
法
は
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
(1)
記
載
の
順
序
は
、
高

山
寺
本
の
部
・
函
・
号
番
号
と
す
る
。
(2)
書
誌
等
は
目
録
の
記
載
を
摘
記
す
る
。

(3)
本
文
及
び
書
き
入
れ
の
逸
文
は
で
き
る
だ
け
原
本
の
体
裁
を
再
現
す
る
よ
う
に

心
掛
け
る
。(4)
印
刷
の
都
合
で
漢
字
を
通
行
の
字
体
に
直
し
、
改
行
を
／
、「
ゝヽ

」

を
「
々
」
で
示
す
な
ど
、
変
更
を
加
え
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

参
考
に
し
た
主
な
字
書
・
韻
書
と
所
拠
の
テ
キ
ス
ト
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

広
韻
は
、『
校
正
宋
本
廣
韻
』（
藝
文
印
書
館
、
一
九
八
一
年
校
正
五
版
）
所
収

の
澤
存
堂
本
。
切
韻
諸
本
は
反
切
を
上
田
正
（
一
九
七
五
）
に
よ
り
転
記
し
、
必

要
に
応
じ
て
劉
復
等
編
『
十
韵
彙
編
』（
台
湾
学
生
書
局
、
一
九
七
三
年
三
版
）、

上
田
（
一
九
八
四
）
を
参
看
し
た
。

玉
篇
逸
文
に
関
し
て
は
岡
井
慎
吾
（
一
九
三
三
）、
馬
渕
和
夫
（
一
九
五
二
）
な

ど
。
原
本
玉
篇
は
東
方
文
化
学
院
の
覆
製
本
に
よ
り
、
万
象
名
義
は
『
高
山
寺
古

辞
書
資
料
第
一
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
七
年
）
に
よ
る
。
宋
本
玉
篇
は

『
大
廣
益
會
玉
篇
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
）
所
収
の
澤
存
堂
本
に
よ
る
。
新

撰
字
鏡
は
『
天
治
本
新
撰
字
鏡
増
訂
版
』（
臨
川
書
店
、
一
九
七
八
年
）
に
よ
る
。

図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
は
勉
誠
社
の
覆
製
本
、
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
は
風
間
書

房
の
覆
製
本
に
よ
る
。

　
　三

第
一
部

○
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
証
大
教
王
経
第
二
・
三
（
二
巻
、
第

一
部
第
１
号
）

〔
書
誌
等
〕
﹇
１
﹈
巻
第
二
。
院
政
初
期
写
、
巻
子
本
、「
高
山
寺
」
朱
印
、
墨
界
、

朱
点
（
仮
名
、
ヲ
コ
ト
点
・
中
院
僧
正
点
、
寛
（
一
〇
八
八
）

治
二
年
）、
墨
点
（
仮
名
、
院
政

初
期
）、
薄
朱
点
（
仮
名
、
院
政
初
期
）、
原
表
紙
、（
尾
題
）「
金
剛
頂
瑜
伽
経
巻

第
二
」（
奥
書
）
月
院
之
／
真
典
院
本
也

〔
本
文
〕
コ倨ホコ

リ

-

カ
ウ傲　
に
て

而
按
行
て

〔
下
欄
朱
〕
上
去
預
反
下
／
五
到
反
ー
ー
（
倨
傲
）
不
敬
皃
也

〔
考
察
〕
◇
倨
　広
韻
「
倨
傲
（
據
、
居
御
切
）」（
去
声
御
韻
、
見
三
。
王
一
、
王

二
、
王
三
、
唐
「
居
御
」）、
万
象
名
義
「
居
豫
反
不
敬
也
」（
一
51
オ
3
）、
宋
本
玉

篇
な
し
。
◇
傲
　広
韻
「
慢
也
倨
也
説
文
作
敖
餘
倣
此
五
到
切
八
」（
去
声
号
韻
、

疑
一
。
王
一
、
王
二
、
王
三
、
唐
「
五
到
」）、
万
象
名
義
「
伍
到
反
慢
也

　　也
倨

也
」（
一
51
オ
3
）、
宋
本
玉
篇
「
五
到
切
書
云
瞽
子
父
頑
母

　　象
傲
傲
不

　　」（
上
25

オ
）、
龍
龕
手
鏡
「
正
五
到
反
ー
慢
也
倨
也
蕩
也
不
敬
也
四
」（
33
）。
玄
応
音
義
は

「
倨
傲
」
を
見
出
し
に
掲
げ
て
「
居
預
反
下
五
到
反
説
文
倨
不
遜
也
傲
不
恭
敬
也

広
雅
倨
傲

　　慢
也
」（
二
三
684
8
）
と
類
似
す
る
が
、「
不
敬
皃
也
」
は
見
え
な
い
。

〔
書
誌
等
〕
﹇
2
﹈
巻
第
三
。
体
裁
等
﹇
1
﹈
に
同
じ
。
墨
点
・
薄
朱
点
な
し
。（
尾

題
）「
金
剛
頂
瑜
伽
経
巻
第
三
」（
奥
書
）（
朱
書
）
寛
治
二
年
十
月
四
日
點
畢
　

於
高
野
中
院
御
坊
以
小
野
僧
正
御
傳
本
／
同
年
十
二
月
五
日
受
學
了
　金
剛
峯
寺

末
葉
弟
子
僧
賢
範
本
」（
別
筆
）「
傳
持
僧
證
印
」

〔
本
文
〕
則
以
赤緋ヒ

　　 を一
「甬ヨ∨

絡
せ
よ

。
ス
ル被
に

以
て

緋
帛
を一

覆
へ

面
に

令
て

弟
子
に

結
に

薩



　　金
剛
印
を一

以
よ

此
心
を

。

〔
上
欄
朱
〕
餘
勇
反
量
／
器
也
正
也
／
□
□
也
□
也

〔
裏
書
朱
〕
メ
ク
ラ
シ

甬

-
カ
フ
ラ
シ
ム
ル
ニ

絡

〔
考
察
〕
◇
甬
　広
韻
「
草
花
欲
發
皃
亦
甬
道
周
禮
云
舞
上
謂
之
甬
甬
鍾
柄
（
勇
、

余
隴
切
）」（
上
声
腫
韻
、
羊
四
。
切
三
、
王
一
、
王
二
、
王
三
「
余
隴
」）、
万
象

名
義
「
餘
種
反
鍾
柄
也
使
也
常
也
」（
四
71
ウ
1
）、
宋
本
玉
篇
「
餘
隴
切
鍾
柄
也

又
斛
也
」（
中
40
ウ
）、
玄
応
音
義
な
し
。
典
拠
未
詳
。

○
聖
賀
野

　　哩
縛
大
威
怒
王
立
成
大
神
驗
供
養
念
誦
儀
軌
法
品
巻
上
・
下

（
二
帖
、
第
一
部
23
号
）

〔
書
誌
等
〕
﹇
１
﹈
平
安
時
代
寛
（
一
〇
九
三
）

治
八
年
写
、
粘
葉
装
枡
型
、「
高
山
寺
」
朱
印
、

押
界
、
朱
点
（
仮
名
、
ヲ
コ
ト
点
・
円
堂
点
、
院
政
初
期
）、
原
表
紙
、（
外
題
）

「
馬
頭
尊
儀
軌
巻
上
」（
奥
書
）
寛
治
八
年
二
月
二
日
書
畢
之

〔
本
文
〕
謂
害
怨
耐

〔
耐
の
右
下
〕
乃
代
反

〔
考
察
〕
◇
耐
　広
韻
「
忍
也
奴
代
切
七
」（
去
声
代
韻
）、
万
象
名
義
「
乃
代
反

能
也

　　字
」（
六
115
オ
5
）、
宋
本
玉
篇
「
奴
代
切
能
也
任
也
説
文
曰
…
（
下
51
ウ
）、

玄
応
音
義
「
奴
代
反
」（
二
二
625
6
）。

○
甘
露
軍
荼
利
菩
薩
供
養
念
誦
成
就
儀
軌
（
一
帖
、
第
一
部
27
号
）

〔
書
誌
等
〕
平
安
時
代
延
（
一
〇
七
四
）

久
六
年
写
、
浄
秀
筆
、
粘
葉
装
、「
高
山
寺
」
朱
印
、

押
界
、
朱
点
（
仮
名
、
ヲ
コ
ト
点
・
東
大
寺
三
論
集
点
、
平
安
後
期
）、
原
表
紙
、

（
外
題
）「
臺
廿
七
」（
外
題
）「
甘
露
軍
荼
利
明
王
儀
軌
（
奥
書
）（
朱
書
）「
傳
受

了
僧
浄
秀
」
願
以
書
写
功
　往
生
安
養
界
／
延
久
六
年
歳
次

甲
寅

六
月
十
六
日
書
写
了

高
野
末
葉
僧
浄
秀
（
別
筆
）「
長
（
一
一
〇
四
）

治
元
年
五
月
廿
七
日
傳
受
了
僧
快
助
／
同
受
因

幡
君
」

〔
本
文
〕
流-

沃
甘
露
水

〔
右
朱
〕
烏
酷
反
□
水
也

〔
考
察
〕
◇
沃
　広
韻
「
灌
也
…
烏
酷
切
七
」（
入
声
沃
韻
、
影
一
。
切
三
、
王

一
、
王
二
、
王
三
、
唐
「
烏
酷
」）、
万
象
名
義
「

　　於
吉
反
灌
也
美
也
沃
同
上
」（
五
93

オ
5
）、
宋
本
玉
篇
「

　　於
酷
切
漑
灌
也
柔
也
潰
也
沃
同
上
」（
中
72
ウ
）、
玄
応
音
義
「
烏

木
反
」（
一
32
2
）。
切
韻
、
広
韻
に
反
切
が
一
致
。

〔
本
文
〕
水
色
如
珂
雪
林
音淋(

平)

　　 リ
ン

(

去)秋
雨

〔
上
欄
朱
〕
力
尋
反
／
水
深
也

〔
考
察
〕
◇

　　
　
広
韻
「
以
水
沃
也
（
林
、
力
尋
切
）」（
平
声
侵
韻
、
来
三
。
切

三
、
王
二
、
王
三
、S6187

「
力
尋
」）。
万
象
名
義
「
力
余
反
以
水
沃
物
」（
五
99

オ
4
」）。
宋
本
玉
篇
「
力
金
切
水
澆
也
亦
雨
淋
淋
下
」（
中
76
オ
）。
玄
応
音
義
「
力

金
反
」（
二
116
3
）
等
。

切
韻
、
広
韻
に
反
切
が
一
致
。「
深
」
は
「

　　」
の
誤
写
か
。

〔
本
文
〕
四-

テ
ウ跳ヲト

ル
　ホ
ト
ハ
シ
レ
リ

(

平)
〔
考
察
〕
◇
跳
　広
韻
「
躍
也
（
迢
、
徒
聊
切
）」（
平
声
蕭
韻
、
定
四
。
切
三
、
王

一
、
王
三
「
徒
聊
」）、
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
「
音
條　テ
ウ

東
云
躍
也
（
略
）
ホ
ト

ハ
シ
ル(

上
上
上
上
平)
集
　ヲ
ト
ル(

上
上
平)

」（
111
１
）、
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
「
音

迢(

去)

ヲ
ト
ル(

上
上
濁
○)
　ホ
ト
ハ
シ
ル(

上
上
上
○
○)

（
略
）」（
法
上
79
）。

偶
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
書
き
込
ま
れ
た
二
つ
の
和
訓
が
類
聚
名
義
抄
と
共
通

す
る
点
は
興
味
を
引
く
。



〔
本
文
〕
鈿-

　　之
寶

〔
右
朱
〕
音
田
金
花
也

〔
考
察
〕
◇
鈿
　広
韻
「
金
花
也
又
音
甸
（
田
、
徒
年
切
）」（
平
声
先
韻
、
定
開
四
。

切
三
、
王
三
「
徒
賢
」。P

2014-3

「
徒
天
」）、「
寶
鈿
以
寶
飾
器
又
音
田
（
電
、
堂

練
切
）」（
去
声
霰
韻
、
定
開
四
。
王
一
、
王
二
、
王
三
「
堂
見
」。
唐
「
唐
練
」）、

万
象
名
義
な
し
、
宋
本
玉
篇
「
徒
練
切
金
花
也
又
音
田
」（
中
63
ウ
）、
玄
応
音
義

「
徒
堅
反
」（
二
二
6133
）。
類
音
注
は
切
韻
、
広
韻
の
小
韻
字
に
合
致
。
義
注
も
切

韻
、
広
韻
に
一
致
。

〔
本
文
〕
焼

　　

〔
右
朱
〕
之
若
反
火
氣
也

〔
考
察
〕
◇

　　
　
広
韻
「
火
氣
（
灼
、
之
若
切
）」（
入
声
藥
韻
、
章
開
三
。
王
三
、

P
3799

「
之
藥
」、
切
三
「
之
爍
」、
唐
「
之
若
」）、
万
象
名
義
「
之
藥
反
明
也
」

（
五
138
ウ
3)

、
宋
本
玉
篇
「
之
藥
切
明
也
」（
下
7
オ)

、
玄
応
音
義
「
之
藥
反
」（
一

三
302
2
）。

音
注
と
義
注
は
広
韻
に
合
致
。
唐
韻
の
義
注
も
「
火
氣
」
と
あ
る
。

〔
本
文
〕
色
如
虹コ□-

霓ケイ

〔
右
朱
〕
□
或
（
マ
マ
）

丑
号
反
仙
人
也
五
結
反
雄
虹
也

〔
考
察
〕
◇
霓
　広
韻
「
似
蝉
而
小
（
倪
、
五
稽
切
）」（
平
声
齊
韻
）、「
虹
又
音
倪

（
詣
、
五
計
切
）」（
去
声
霽
韻
）、「
虹
又
音
倪
（
齧
、
五
結
切
）」（
入
声
屑
韻
）。

万
象
名
義
「
五
奚
反
又
五
結
反
雲
色
似
龍
」（
五
114
オ
2
）、
宋
本
玉
篇
「
五
奚
五

結
二
切
雲
色
似
龍
也
」（
中
82
オ
）。「
丑
号
反
」
は
「
五
兮
反
」
の
誤
写
。
切
韻
諸

本
で
は
「
五

　　反
」（
切
三
、
王
三
）、「
五
兮
反
」（P

2015-2)

と
見
え
、
後
者

に
一
致
。P

2015-2

に
は
「
蜩
々
又
入
」
と
あ
る
。

〔
本
文
〕
色
如
カ
ウ晧-

ソ素

〔
左
朱
〕
胡
老
反
索
白
也

〔
考
察
〕
◇
晧
　広
韻
「
光
也
明
也
日
出
皃
也
胡
老
切
十
六
」（
上
声
晧
韻
、
匣
一
。

切
三
、
王
一
、
王
三
、P

3693

「
胡
老
」）、
万
象
名
義
「
胡
老
反
明
也
」（
五
122
オ
4

）、
宋
本
玉
篇
「
戸
老
切
日
出
也
明
也
」（
中
85
ウ
）、
玄
応
音
義
「
胡
老
反
」（
七

432
上
）。

「
淋
」「
鈿
」「

　　」「
霓
」
は
切
韻
系
韻
書
よ
る
か
。

　
　四

第
二
部

○
大
聖
妙
吉
祥
菩
薩
説
除
災
教
令
法
輪
（
一
巻
、
第
二
部
256
号
）

〔
書
誌
等
〕
平
安
時
代
寛
（
一
〇
九
二
）

治
六
年
写
、
巻
子
本
、「
高
山
寺
」
朱
印
、
墨
界
、
朱

点
（
仮
名
、
ヲ
コ
ト
点
・
西
墓
点
、
院
政
期
）、
表
紙
新
補
、（
奥
書
）
寛
治
六
年

七
月
二
日
書
之
（
墨
筆
別
筆
）「
長
久
二
年
九
月
十
八
日
甲子

於
庚
山
房
奉
讀
了
／

證
惠
點
本

日
記
也
（
奥
書
又
別
筆
）「
以
西
蓮
房
本
點
了
／
讃
點
本
有
之
」

〔
本
文
〕
諸
虫
毒

　　テ
チ(

入)

之
類

〔
右
朱
〕
陟
列
反
螫
也

〔
考
察
〕
◇

　　
　
広
韻
「
螫
也
亦
作
蛆
（
哲
、
陟
列
切
）」（
入
声
薛
韻
、
端
開
三
。

切
三
、
王
二
、
王
三
、
唐
「
陟
列
」）。
万
象
名
義
な
し
。
宋
本
玉
篇
な
し
。
玄
応

音
義
「
知
列
反
」（
二
121
）。
切
韻
系
韻
書
に
よ
る
か
。

〔
本
文
〕
若
是
れ

地
壇
の
は

便
須
くし

除
　　- (

平)

掃(

去)

去
し
て

送
於
長
流
浄
水
中
に

。

〔
右
朱
〕
楚
間
反
削
也

〔
考
察
〕
◇

　　
　
広
韻
「

　　削
初
限
切
六
」（
上
声
産
韻
、
初
開
二
。
切
一
、
切

三
、
王
三
「
初
限
」。P

2014-8

「
初
産
」）、
万
象
名
義
「
楚
間
反
削
也
平
也
」（
五

46
ウ
5)

、
宋
本
玉
篇
「
楚
間
切

　　削
也
」（
中
59
ウ
）。
玄
応
音
義
「
初
簡
反
」「
初

限
反
」「
初
眼
反
」
等
。



こ
れ
は
音
注
、
義
注
と
も
玉
篇
に
一
致
。

〔
本
文
〕
或
は

處
幽(

平)

ケ
イ閨(

平)

禁(

平)

約(

入)

て一

〔
右
朱
〕
於
略
反
儉

〔
考
察
〕
◇
約
　広
韻
「
約
束
也
儉
也
少
也
又
姓
（
略
）
於
略
切
又
於
笑
切
三
」

（
入
声
藥
韻
、
影
開
三
。
王
二
、
王
三
、
唐
、P

3799

「
於
略
」）、
万
象
名
義
「
於

略
反
小
也
檢
薄
也
纏
也
束
也
縄
也
縮
也
窮
也
」（
六
129
オ
5
）、
宋
本
玉
篇
「
於
略

切
少
也
儉
也
薄
也
束
也
纏
也
又
於
妙
切
」（
下
56
オ
）、
玄
応
音
義
な
し
。

〔
本
文
〕
又
於
一
水
盆」
の

中
に

着
て

種
の々

甘
美
の

飲
食
、
菓
子
、
テ
ム甜(

平)

セ
イ脆(

去)

等
を一

皆
須
く
ヒ
フ
サ

擘」
せ
む
こ
と
ク
タ
イ
砕
て

誦
し
て

施-

焔
口
の

真
言
を一

起
て

慈
悲
心
を一

加
持
す
る
こ
と

三
七
遍
、

〔
下
欄
朱
〕
蒲(

魂
か)

□

反
訓
缶
モ
タ
ヒ
ノ
タ
ク
ヒ

〔
下
欄
朱
〕(

補
か)

□

革
反
破
裂
也
□

〔
考
察
〕
◇
盆
　広
韻
「
瓦
器
（
略
）
蒲
奔
切
四
」（
平
声
魂
韻
、
並
一
。
切
三
「
蒲

奔
。
王
三
「
蒲
昆
」）、
万
象
名
義
「
蒲
魂
反
器
」（
五
21
オ
3
）、
玄
応
音
義
な
し
。

◇
擘
　広
韻
「
分
擘
（
檗
、
博
厄
切
）」（
入
声
麦
韻
、

　　二
。
切
三
、
王
一
、
王

二
、
唐
、P

5531-4

「
博
厄
」）、
万
象
名
義
「
補
革
反

　　也
分
也
」（
二
37
ウ
3
）、

宋
本
玉
篇
「
補
革
反
擘
裂
也
」（
上
59
オ
）、
玄
応
音
義
「
補
麥
反
」（
二
五
721
）
等
。

○
蘇
悉
地
羯
羅
供
養
法
巻
第
一
・
二
（
二
帖
、
第
二
部
362
号
）

〔
書
誌
等
〕
﹇
１
﹈
巻
第
一
。
平
安
後
期
写
、
粘
葉
装
枡
型
、「
高
山
寺
」
朱
印
、

押
界
、
朱
点
（
仮
名
、
ヲ
コ
ト
点
・
第
五
群
点
、
天
（
一
〇
五
五
）

喜
三
年
、
平
源
点
）、
原
表

紙
、（
表
紙
）「
臺
廿
七
」（
外
題
）「
蘇
悉
地
法
巻
上
」（
奥
書
）（
朱
）「
同
四
ー

十
月
三
日
移
點
了
　傳
授
師
三
嶋
聖
」
／
天
喜
三
年
歳
次

乙
未

九
月
七
日
於(

墨
抹
消)

筑
前
國
夜

須
楢
原
山
寺
書
了
／
僧
平
源
之
本
（
追
筆
）「
三
校
了
」

〔
本
文
〕
五
指
を

之
の
ハ
サ
マ
罅

相-

ツ
ケ
ヨ
博

。

〔
欄
外
〕
罅
　呼
亞
反
石
ー
也
蒋
魴
云
呼
訝
反
ー
孔

　　也
又
□
秘
分
水
□
□
云
悠
ー

草
ハ
サ蔓
底
濺
ー
石
ー
裏
カ
ケ
タ
ル

サ
ケ
タ
ル

云
々

〔
考
察
〕
◇
罅
　広
韻
「
孔
罅
（
嚇
、
呼
訝
切
）」（
去
声

　　、
暁
開
二
。
王
一
、
王

二
、
王
三
「
呼
訝
」）、
万
象
名
義
「
呼
嫁
反
裂
武
也
」（
五
27
オ
3
）、
新
撰
字
鏡
玉

篇
部
分
「
呼
格
呼
訝
二
反1
孔
罅
也
」（
五
15
ウ
）、
宋
本
玉
篇
「
呼
嫁
切
裂
也
」（
中

53
ウ
）、
玄
応
音
義
「
呼
嫁
反
」（
九
1756
）「
…
呼
亞
反
説
文
罅
裂
也
拆
也
」（
十
四

351
6
）
等
。

注
文
形
式
か
ら
見
て
、
蒋
魴
切
韻
を
直
接
引
用
し
た
と
い
う
よ
り
、
東
宮
切
韻

に
よ
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
。

〔
書
誌
等
〕
﹇
２
﹈
巻
二
。
体
裁
等
﹇
１
﹈
に
同
じ
。（
奥
書
）（
朱
）「
天
喜
四
ー

甲申

十
月
四
日
移
點
了
　傳
授
師
三
嶋
聖
／
僧
平
源
之
本
」

〔
行
間
〕

　　
　巨
月
反
椿
心
也
／
渉
沙
也

　　也
ー
／

　　字
也

〔
考
察
〕
◇

　　
　
広
韻
な
し
、
万
象
名
義
「
渠
月
反
株
山
名
」（
四
22
ウ
5
）、
宋
本

玉
篇
「
渠
月
切

　　株
山
名
亦
作

　　」（
中
20
ウ
）。
◇

　　
　
広
韻
「
採

　　亦
樗
蒲
三

采
名
（
其
月
切
）」（
入
声
月
韻
）、
万
象
名
義
「
居
越
反
撃
也
抜
也
掲
也
衣
也
掻

也
張
也
枝
也
」（
二
40
オ
3)

、
宋
本
玉
篇
「
居
越
切
説
文
曰
手
有
所
把
也
」（
上
60

ウ
）。「
椿
」
は
「

　　」
の
誤
か
。

○
大
毘
盧
遮
那
経
広
大
成
就
儀
軌
巻
下
（
尾
題
）（
一
帖
、
第
二
部
363
―
2
）

〔
書
誌
等
〕
院
政
期
写
、
粘
葉
装
枡
型
、「
高
山
寺
」
朱
印
、
押
界
、
朱
点
（
仮

名
、
ヲ
コ
ト
点
・
宝
幢
院
点
、
永
（
一
一
一
八
）

久
六
年
）、
墨
点
（
仮
名
、
院
政
期
）、
原
表

1

「
呼
格
」
は
不
審
。「
訝
」
は
原
本
で
は
旁
を
「
耳
」
に
作
る
。



紙
、（
表
紙
）（
朱
書
）「
真
第
五
箱
」（
外
題
）「
胎
蔵
界
儀
軌
下
」（
奥
書
）（
別

筆
追
筆
）「
同
年
同
」（
別
筆
）「
月
二
日
奉
受
了
」
永
久
六
年
正
月
廿
一
日
「
□

□
闍
利
共
□
奉
受
了
／
□
覚
」（
以
上
十
数
字
抹
消
）（
又
別
筆
）「
仁
安
二
年
十

月
朔
日
於
観
音
寺
恵
真
／
供
傳
受
了
」

〔
本
文
〕
シ
ユ朱- (

去)

　　シ
∨
ナ
ル
コ
ト
猶
し

刧
ノ火
の一

〔
本
文
右
朱
〕
之
忍
反

〔
上
欄
朱
〕

　　烏
閑
反
染

也
又
軫

／
音
又

之
忍
反

／
黒
美

髪
也

〔
考
察
〕
◇

　　
　
広
韻
「
染
色
黒
也
烏
閑
切
五
」（
平
声
山
韻
、
影
開
二
。
切
三
、

王
三
「
烏
閑
」）、「
黒
皃
（
軫
、
章
忍
切
）」（
上
声
軫
韻
、
章
開
三
。
切
一
、
切

三
、
王
二
、
王
三
「
之
忍
」）、
万
象
名
義
「
之
忍
反
承
髪
」（
五
146
オ
6
）、「
之
忍
反

美
髪
」（
五
147
オ
3
）、
宋
本
玉
篇
「
之
忍
切
美
髪
也
」（
下
9
ウ
）、
玄
応
音
義
な
し
。

〔
本
文
〕
ト寂
カ
ツ
ト
蝎

弓
シ
ヨ
ウ
秤
　ト宮

〔
右
朱
〕
齒
證
反
昌
凌
反
平
斤
両
者
去
聲

〔
考
察
〕
◇
秤

　広
韻
「
稱
　　意
又
是
也
等
也
銓
也
度
也
俗
作
秤
云
正
斤
両
也
昌
孕
切
又
昌
陵
切
二

秤
俗
」（
去
声
證
韻
、
昌
三
。
王
二
、P

3694

表
「
蚩
」、
王
一
「
齒
證
」、
王
三

「
尺
證
」、
唐
「
昌
孕
」）、「
稱
知
軽
重
也
説
文
曰
銓
也
又
姓
…
處
陵
切
又
昌
證
切
」（
平
声
蒸
韻
、

昌
三
。「
切
三
、
王
一
、
王
二
、
王
三
「
處
陵
」）。
万
象
名
義
、
宋
本
玉
篇
、
玄

応
音
義
な
し
。「
凌
」
は
広
韻
で
「
陵
」
と
同
音
。
こ
の
例
は
切
韻
系
韻
書
（
特

に
王
一
）
と
の
関
係
が
推
定
さ
れ
る
。

　
　五

第
三
部

○
不
動
立
印
儀
軌
鈔
（
一
帖
、
第
三
部
234
号
）

〔
書
誌
等
〕
鎌
倉
初
期
写
、
粘
葉
装
枡
型
、
漉
返
紙
、「
高
山
寺
」
朱
印
、
押
界
、

無
点
、
原
表
紙
、（
表
紙
）「
臺
第
卅
」

こ
の
書
に
関
し
て
は
、
月
本
雅
幸
（
一
九
八
九
）
に
詳
し
い
考
察
が
あ
り
、
古

辞
書
の
引
用
文
も
主
な
箇
所
は
紹
介
、
吟
味
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
引
用
箇
所
を
中
心
に
本
文
を
掲
げ
て
、
次
に
字
書
類
と
比
較
し
、
月
本

（
一
九
八
九
）
で
言
及
の
な
い
点
を
中
心
に
述
べ
る
。

〔
本
文
〕

（
3
ウ
）

　
　　梵　玉

篇
云
上(

マ
マ)

光
丸
反
疼
也
初
挙
反
痛
也

　唱
言
密
々

　
　謂
密
々
者
是
阿
波
々
歟
即
地
獄
受

　
　苦
之
語
也
或
師
云
是
疊
字
也
ア
ナ

　
　ワ
ヒ
シ
ト
云
言
也
口
傳
云
ア
ナ
ヱ
ナ
ヱ
云々

（
4
オ
）

　
　或
説
云
梵
語
略
也
言
死
也
又
云
小
虫

　
　集
鳴
音
也
又
迫
也

（
8
オ
）

旋
嵐
猛
風

　玉
篇
云
嵐
盧
含
反
山
下
出
風
也

枯
涸
乾
焼

　玉
篇
云
枯
古
胡
反
加
良
木
涸
右

（
8
ウ
）

　角
反
竭
也
盡
也
乾
件
延
反
廣
也

　堅
也

（
38
オ
）

次
説
能
成
辯
一
切
事
業
之
法
門

苦
練
木
梵
云
和

仁
加
木



瞿
摩
夷
牛
屎
也
牛
糞
非
凡
牛
屎
大

佛
頂
經
云
雪
山
牛
白
糞
塗

（
38
オ
）

　壇
也
世
人
以
錫
作
白

土
名
牛
糞
准
彼
牛
屎

曼
荼
羅
謂
三
密
円
満
具
足
之
義
也

此
云
壇
場
旦
然
平
正
形
也

　
　　陀
羅
木
北
三
胎
抄
下
云

　　木
亦
云

　　

陀
羅
木
也
倭
云
宇
五
木

　或
云
波
比
末
由
美
如
護
摩
軌
者
已

二
種
木
也
謂

　　木
或

　　陀
羅
木
云々

　伏
蔵
地
中
有
納

財
之
處

　骨
瀘
草
運
云
屈
屡
草
唯
在
天
竺

臣
唐
吾
朝
都
无
之
其
代

　用
活

　　草
北
三
金
抄
云
活
魯
草
謂
烏

　　荳
云々

　倭
名
賀
良
須
宇
利
也
有
云

（
39
オ
）

　屈
　　草
皮
布
ツ
良
北
三
胎
抄
云
其
根
遠

行
草
也
禅
林
記
云
倶
婁
草
之
皮
乃

　奈
河
幾
又
云

波
比
柴
也

　聚
落
十
戸
廿
戸
乃
至

山
河
限
惣
里

（
41
ウ
）

現
叱

　　
　　嗚

上
二
字
現
忿
之
語
下

二
字
還
啼
歎
之
語

　有
人
曰
不
動
明
王
以
忿
怒
形
還
作

　悲
泣
相
是
故
口
閇
也
口
脣
非
直

　合
既
是

　　僻
相
也
為
度
衆
生

　慈
悲
為
因
還
作
忿
怒
非
本
意

　也
是
故
啼
泣
譬
如
有
人
為

　　悪

　子
現
猛
悪
相
或
縛
或
打
而
内
有

　悲
愍
欲
泣
尚
忍
也
玉
篇
叱

　　上齒

（
42
オ
）

　逸
反
下
都
嫁
反
噴

也
怒
也
呵
也

　一
切
経
類
音
决
云
　叱

　　怒
也　

　
　　嗚

上
於
金
反
啼
極
无
聲

下
於
胡
反
歎
辞
也

　観
法
云
額
現
皺
又
懊
悩
六
道
也

　随
趣
多
思
云
十
九

観
也

　餘
諸
明
王
開
口

　現
阿

　　々
微
笑
叩
舌
張
口
而
是

　不
動
明
王
Ａ

2
閇
其
口
額
現
皺

　又
是
則
忿
怒
而
啼
泣
也

或
乾
陀
褐
色
上
々
々
者
火
色
也

下
々
者
青
也
黒
也

戰
娜
迦
其
形
如

　　豆
和
尚
云
青
黒
小
豆

又
云
野
豆

婆
　　鑁

此
云
世
尊
又
云
薄
伽
梵
々
語
不
同
也

承
仕
行
者
如
敬
佛
也
是
故
猶
如
婆

　　

梵
云々

　无
瘢
痕
上
音
盤
古
瘡
處
也

下
戸
恩
反
訓
同
上

〔
考
察
〕

◇

　　(
3
ウ)

　
注
文
「
光
丸
反
疼
也
」
を
字
書
類
と
照
合
す
る
と
次
の
と
お
り
。

万
象
名
義
「
先
丸
反
疼
心
酸
也
」（
三
79
オ
3
）

新
撰
字
鏡
玉
篇
部
分
「
先
丸
反
疼
也
又
秋
旬
反
皮
荒
也
皮
膚
麁
皃
之
」（
三
5
オ
）

宋
本
玉
篇
「
先
丸
切
疼

　　」（
中
9
ウ
）

広
韻
「
疼

　　（
酸
、
素
官
切
）」（
平
声
桓
韻
）

2

Ａ
は
糸
偏
に
感
。



反
切
上
字
「
光
」
は
「
先
」
を
誤
写
し
た
も
の
。
玉
篇
の
逸
文
と
す
る
こ
と
に

問
題
は
な
い
。

◇
楚
（
3
ウ
）
　注
文
「
初
挙
反
痛
也
」
を
字
書
類
と
照
合
す
る
と
次
の
と
お
り
。

万
象
名
義
「
初
旅
反
荊
也
叢
木
也
」（
四
25
ウ
6
）

宋
本
玉
篇
「
初
挙
反
説
文
曰
叢
木
一
名
荊
也
又
國
名
」（
中
22
ウ
）

　広
韻
「
創
挙
切
」（
上
声
語
韻
、
切
三
、
王
一
、
王
二
、
王
三
「
初
挙
」）、

「
瘡
據
切
」（
去
声
御
韻
）

反
切
の
用
字
が
万
象
名
義
と
一
致
し
な
い
が
、「
挙
」「
旅
」
双
方
と
も
上
声
語

韻
で
同
じ
。「
楚
」
と
同
音
の
「
礎
」
を
万
象
名
義
で
「
初
挙
反
」（
六
17
ウ
2
）
と

す
る
か
ら
、
玉
篇
の
用
字
と
見
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
。
ま
た
、「
大
漢
和
辞
典
」

に
よ
る
に
、「
楚
」
に
「
痛
」
の
義
あ
り
（
陸
機
・
於
承
明
作
與
土
龍
詩
「
慷
慨

含
辛
楚
」
の
注
に
「
善
曰
楚
猶
痛
也
」）。

◇
嵐
（
8
オ
）
　

注
文
「
嵐
盧
含
反
山
下
出
風
也
」
を
字
書
類
で
見
る
と
次
の
と
お
り
。

万
象
名
義
な
し

宋
本
玉
篇
「
力
含
切
大
風
也
又

　　嵐
山
名
」（
下
13
オ
）

広
韻
「
州
名
…
亦
山
氣
也
（
婪
、
盧
含
切
）」（
平
声
覃
韻
。
切
三
、
王
二
、
王

三
「
盧
含
」）

和
名
抄
「
嵐
　孫

　　切
韻
云
盧
含
反
和
名
阿
良
之
山
下
出
風
也
（
箋
注
本
一
20
）

反
切
「
盧
含
反
」
は
切
韻
諸
本
の
用
字
に
一
致
。
義
注
「
山
下
出
風
也
」
も
和

名
抄
所
引
の
孫

　　切
韻
に
一
致
。「
嵐
」
は
宋
本
玉
篇
で
「
山
」
部
所
属
で
あ
り
、

「
山
」
部
は
原
本
玉
篇
が
存
し
て
い
る
。
し
か
し
宋
本
玉
篇
に
対
応
す
る
原
本
玉

篇
の
箇
所
を
見
て
も
、
万
象
名
義
と
同
様
に
「
嵐
」
の
掲
出
は
な
い
。「
嵐
」
を

掲
載
す
る
玉
篇
に
依
拠
し
た
と
考
え
る
の
自
然
だ
が
、
切
韻
の
影
響
を
受
け
た
玉

篇
に
依
拠
し
た
と
も
、
あ
る
い
は
切
韻
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
玉
篇
と
誤
記
し
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。

◇
枯
（
8
オ
）
　注
文
「
古
胡
反
加
良
木
」
を
字
書
類
で
見
る
と
次
の
と
お
り
。

万
象
名
義
「
苦
胡
反
筏
也

　　也
」（
四
10
オ
8
）

宋
本
玉
篇
「
苦
胡
切
説
文
曰

　　也
」（
中
22
オ
）

広
韻
「
枯
朽
苦
胡
切
」（
平
声
模
韻
、
渓
一
。
切
三
、
王
一
、
王
三
「
苦
胡
」）

新
撰
字
鏡
切
韻
部
分
「
苦
胡
反
加
良
木
」（
七
4
オ
）

反
切
上
字
「
古
」
は
見
母
、「
苦
」「
枯
」
は
渓
母
で
あ
り
、
こ
れ
は
誤
写
で
あ

ろ
う
。
問
題
は
和
訓
「
加
良
木
」
で
あ
り
、
新
撰
字
鏡
切
韻
部
分
と
全
同
で
あ
る
。

こ
の
和
訓
が
中
国
撰
述
の
玉
篇
に
な
か
っ
た
こ
と
は
い
え
る
が
、
ど
の
段
階
で
付

け
加
え
ら
れ
た
か
、
ど
の
よ
う
な
玉
篇
で
あ
っ
た
の
か
、
未
詳
で
あ
る
。

◇
涸
（
8
オ
）
　注
文
「
右
角
反
竭
也
盡
也
」
を
字
書
類
で
見
る
と
次
の
と
お
り
。

万
象
名
義
「
胡

　　反
水
渇
也
盡
也
」（
五
96
オ
2
）

玉
篇
残
巻
「
胡

　　反
國
語
天
根
見
而
水
々
涸
々
而
成
梁
賈
逵
曰
涸
竭
也
廣
雅
涸

盡
也
」（
巻
十
九
）

大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
経
釈
文
「
玉
胡

　　反
廣
雅
涸
盡
也
賈
逵
曰
涸
竭
也
」（
35
）

宋
本
玉
篇
「
乎
各
切
水
竭
也
盡
也
」（
中
75
オ
）

広
韻
「
水
竭
也
下
各
切
」（
入
声
鐸
韻
、
匣
開
一
。
王
二
、
王
三
、
唐
「
下
各
」）

新
撰
字
鏡
「
胡
額
古
角
二
反
入
竭
也
盡
也
」（
六
12
オ
）

万
象
名
義
と
玉
篇
残
巻
の
反
切
下
字
「

　　」
は
「
涸
」
と
同
じ
く
入
声
鐸
韻
。

反
切
上
字
「
右
」
は
「
古
」
を
誤
写
し
た
も
の
だ
が
、「
古
」
は
見
母
字
。「
下
」

「
胡
」「
乎
」
は
匣
母
で
あ
り
玉
篇
、
万
象
名
義
、
広
韻
に
合
わ
な
い
。
反
切
下
字

「
角
」
は
広
韻
「
覚
、
古
岳
切
」（
入
声
覚
韻
）
で
あ
り
、
こ
れ
も
万
象
名
義
や

広
韻
に
合
わ
な
い
。
こ
の
反
切
は
玉
篇
に
よ
る
も
の
と
は
考
え
に
く
い
の
だ
が
、

新
撰
字
鏡
所
引
の
一
反
に
は
合
致
す
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
両
者
に
共
通
の
「
玉

篇
」
に
よ
っ
た
可
能
性
は
あ
り
得
る
。

◇
乾
（
8
ウ
）
　注
文
「
件
延
反
廣
也
堅
也
」
を
字
書
類
で
見
る
と
次
の
と
お
り
。



万
象
名
義
「
奇
焉
反
健
也
天
也
君
也
夭
也
」（
五
128
ウ
1
）、「
猗
塞
反
竭
也
燥
也

燥
也
」（
六
178
ウ
5
）

宋
本
玉
篇
「
奇
焉
切
健
也
天
也
君
也
又
居
寒
切
燥
也
」（
中
87
ウ
）、「
巨
焉
切
又

柯
丹
切
竭
也
燥
也

　　也
」（
下
74
ウ
）

広
韻
「
字
様
云
本
音
虔
今
借
為
乾
濕
字
又
姓
出
何
氏
姓
苑
（
干
、
古
寒
切
）」

（
平
声
寒
韻
）、「
天
也
君
也
堅
也
渠
焉
切
又
音
干
九
」（
平
声
仙
韻
）

和
漢
年
号
字
抄
「
東
宮
切
韻
云
…
孫

　　云
堅
也
運
也
天
體
也
又
周
易
卦
名
方
西

北
方
」（
中
25
ウ
、
上
田
一
九
八
四
に
よ
る
）

所
引
の
反
切
「
件
延
反
」
は
「
件
」
が
「
其
輦
切
（
広
韻
、
上
声

　　韻
）」
と

群
母
で
あ
り
、「
奇
」「
巨
」
と
同
じ
。
反
切
下
字
の
「
延
」
は
「
以
然
切
（
平
声

仙
韻
）」「
于
線
切
（
去
声
線
韻
）」
で
特
に
問
題
な
し
。

義
注
「
堅
也
」
が
和
漢
年
号
字
抄
所
引
の
東
宮
切
韻
中
の
孫

　　に
一
致
す
る
点

は
注
意
さ
れ
る
。

◇
叱

　　（
42
オ
）
　

そ
の
注
文
「（
玉
篇
）
上
齒
逸
反
下
都
嫁
反
噴
也
怒
也
呵
也
」「（
一
切
経
類
音

決
）
怒
也
」
を
字
書
類
と
比
較
す
る
と
次
の
と
お
り
。
ま
ず
「
叱
」
を
見
る
。

広
韻
「
呵
叱
也
又
虜
複
姓
…
昌
栗
切
一
」（
入
声
質
韻
、
昌
開
三
。
王
二
、P3694

背
「
齒
曰
」、
王
三
「
尺
栗
」、
唐
「
呂
栗
」）

万
象
名
義
「

(

マ
マ)

齒
免
反
呵
也
」（
二
14
オ
1
）

宋
本
玉
篇
「
齒
逸
切
呵
也
」（
上
50
オ
）

「
叱
」
の
万
象
名
義
の
反
切
下
字
「
免
」
は
明
ら
か
に
「
逸
」
を
誤
っ
た
も
の

で
、
玉
篇
の
逸
文
と
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
。

次
は
「

　　」。

広
韻
「

　　歎
説
文
曰
噴
也
叱
怒
也
陟
駕
切
十
二
」（
去
声

　　韻
、
端
開
二
。
王

一
、
王
二
、
王
三
「
陟
訝
」、
唐
「
陟
嫁
」）

万
象
名
義
「
都
嫁
反
呵
叱
也
嘖
也
噴
也
」（
二
14
オ
2
）

宋
本
玉
篇
「
知
加
陟
嫁
二
切
噴
也
叱
怒
也
禮
記
曰
無

　　食
謂
嫌
薄
之
（
上
50
オ
）

観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
「

　　
　正
叱
ー
怒
也
　イ
カ
ル
　＼ナ
ゲ
ク
（
○
平
濁
○
）

ツ
（
平
）
　シ
タ
ウ
チ
（
平
平
○
○
）
　タ
ヽ
」
（
仏
中
39
）

玉
篇
か
ら
の
引
用
文
は
ほ
ぼ
万
象
名
義
に
一
致
。「
怒
也
」
が
万
象
名
義
に
な

い
が
、
宋
本
玉
篇
に
も
あ
り
、
所
拠
玉
篇
に
は
こ
の
注
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
注
目
す
べ
き
は
一
切
経
類
音
決
の
逸
文
で
あ
る
。
こ
の
書
は
、
郭

　　の
撰
、

唐
初
期
の
成
立
で
あ
る
。
そ
の
逸
文
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、「
字
様
」
な
る
ジ
ャ

ン
ル
に
属
す
る
書
物
と
考
え
ら
れ
、
今
後
の
研
究
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
経
釈
文
、
中
算
撰
妙
法
蓮
華
経
釈
文
、
図
書
寮
本
類
聚
名
義

抄
な
ど
に
逸
文
が
あ
る
。
関
連
の
論
文
は
池
田
証
寿
（
一
九
九
五
）
を
参
照
。

こ
の
不
動
立
印
儀
軌
鈔
の
例
は
、
右
の
引
用
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
観
智
院

本
類
聚
名
義
抄
に
類
似
の
注
を
見
出
す
。
観
智
院
本
の
「
叱
ー
（

　　）
怒
也
」
は

不
動
立
印
儀
軌
鈔
と
被
注
字
の
大
き
さ
を
除
い
て
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ

は
本
来
は
不
動
立
印
儀
軌
鈔
の
引
用
の
ご
と
き
形
式
で
あ
っ
た
も
の
を
類
聚
名
義

抄
に
引
用
す
る
際
に
注
の
中
に
繰
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
正
」
の

字
体
注
が
一
切
経
類
音
決
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

「
叱
」
は
「
怒
也
」
の
意
味
で
は
旁
を
「
七
」
に
作
る
の
が
正
し
い
。「
叱
」
は

音
カ
（
ク
ワ
）、
口
を
開
く
さ
ま
の
意
で
あ
る
が
、
古
く
か
ら
混
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
箇
所
も
そ
れ
が
問
題
に
な
っ
た
た
め
、
玉
篇
に
加
え
て
、
字
様
で
あ
る
一
切

経
類
音
決
を
引
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
左
の
図
版
は
不
動
立
印
儀
軌
鈔
の

一
切
経
類
音
決
引
用
箇
所
で
あ
る
。





◇

　　嗚
（
42
オ
）
　そ
の
注
文
「
上
於
金
反
啼
極
无
聲
下
於
胡
反
歎
辞
也
」
を
字

書
類
と
比
較
す
る
と
次
の
と
お
り
。
ま
ず
、「

　　」
を
見
る
。

広
韻
「
極
啼
無
聲
又
於
含
切
（
音
、
於
金
切
）」（
平
声
侵
韻
、
影
Ｂ
。
王
三
、

S6187

「
於
吟
」、
王
二
「
於
今
」）、「
啼
泣
無
聲
（
諳
、
烏
含
切
）」（
平
声
覃
韻
、

影
一
。
切
三
、
王
二
、
王
三
「
烏
含
」）、「
聲
也
（
蔭
、
於
禁
切
）」（
去
声
沁
韻
、

影
Ｂ
。
王
一
、
王
二
、
王
三
、
唐
、P

3694

表
「
於
禁
」）

万
象
名
義
「
於
含
反
大
呼
也
」（
二
9
オ
4
）

宋
本
玉
篇
「
於
金
於
甘
二
切
啼
極
無
聲
也
」（
上
48
ウ
）

次
に
「
嗚
」
を
見
る
。

広
韻
「
嗚
呼
（
烏
、
哀
都
切
）」（
平
声
模
韻
、
影
一
。
切
三
、
王
三
「
哀
都
」）

万
象
名
義
「
於
胡
反
呼
歎
辞
也
」（
二
21
ウ
3
）

宋
本
玉
篇
「
於
胡
切
嗚
呼
歎
辞
也
」（
上
52
ウ
）

万
象
名
義
や
広
韻
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
ぬ
内
容
で
あ
る
が
、
一
切
経
類
音
決
に
よ

る
こ
と
自
体
は
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。
注
意
す
べ
き
は
「
上
…
下
…
」
と
熟
語
形

式
で
注
文
が
構
成
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
玄
応
音
義
な
ど
の
音
義
書
に
こ
の
形

式
は
普
通
で
あ
り
、
仏
教
系
の
字
様
で
あ
る
龍
龕
手
鑑
に
も
ま
ま
散
見
す
る
こ
と

か
ら
、
一
切
経
類
音
決
の
体
例
を
そ
の
ま
ま
伝
え
る
例
と
考
え
ら
れ
る
。

◇
瘢
痕
（
42
オ
）
　「
無
瘢
痕
上
音
盤
古
瘡
處
也

下
戸
恩
反
訓
同
上
」
を
字
書
類
と
比
較
す
る
。
ま
ず
、

「
瘢
」
は
次
の
と
お
り
。

広
韻
「
瘡
痕
（
槃
、
薄
官
切
）」（
平
声
桓
韻
、
並
一
。
切
三
、
王
一
、
王
三

「
薄
官
」）

万
象
名
義
「
薄
蘭
反
痕
也
痍
也
」（
三
76
ウ
2
）

宋
本
玉
篇
「
薄
官
切
瘡
痕
也
」（
中
8
ウ
）

玄
応
音
義
「
薄
寒
反
」（
三
377
）、「
薄
蘭
反
」（
五
399
）

次
は
「
痕
」
で
あ
る
。

広
韻
「
瘢
也
戸
恩
切
四
」（
平
声
痕
韻
、
匣
一
。
切
三
、
王
三
「
戸
恩
」）

万
象
名
義
「
何
恩
反
腫
瘢
也
」（
三
76
ウ
2
）

宋
本
玉
篇
「
戸
恩
切
瘢
痕
也
（
中
10
オ
）

玄
応
音
義
「
胡
根
反
」（
十
八
490
）
等

こ
の
例
は
出
典
無
注
記
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
字
書
・
韻
書
に
基
づ
く
の
か
、

不
明
で
あ
る
。「
古
瘡
處
也
」
の
部
分
は
万
象
名
義
や
広
韻
に
見
え
な
い
た
め
、
不

動
立
印
儀
軌
鈔
に
所
引
の
一
切
経
類
音
決
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
れ
を
確

定
す
る
材
料
を
持
た
な
い
。

　
　六

第
四
部

○
摩
訶
吠
室
羅
末
那
野
提
婆
喝

　　闍
陀
羅
尼
儀
軌
（
一
帖
、
第
四
部
六
二

函
18
号
）

〔
書
誌
等
〕
院
政
期
写
、
粘
葉
装
枡
型
、「
高
山
寺
」
朱
印
、
押
界
、
無
点
、
原

表
紙
、（
外
題
）「
毘
沙
門
儀
軌
」（
尾
題
）「
吠
室
羅
末
那
儀
軌
」（
奥
書
）
以
二

本
比
校
示
異
本
（
別
筆
）「
隆
覚
」

〔
本
文
〕
呼
召
法
者
安
置
於

　　柄
前
焼
安
悉
香
（
９
オ
）

〔
下
欄
〕
都

　　反
／
聚
升
之
／
量
者
也

〔
考
察
〕
◇

　　
　
広
韻
「
斗
説
文
作
斗
十
升
也
有
柄
象
形
石
經
作
斗
當
口
切

　　俗
」（
上
声
厚

韻
）。万
象
名
義「
斗
都

　　反
十
升
」、「

　　」は
な
し
。宋
本
玉
篇「
斗
丁
口
切
十
升
曰
斗

　　俗
」

（
中
54
オ
）。
新
撰
字
鏡
玉
篇
部
分
に
「
斗
都

　　反
聚
升
之
量
者
也
」「

　　上
字
」
と
あ
る
。

こ
の
箇
所
は
原
本
玉
篇
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

〔
本
文
〕
即
得
老
若
人
被

　　咬ー
者
（
25
ウ
）

〔
下
欄
〕
古
爻
切
／
鳥
聲
也

〔
考
察
〕
◇
咬
　広
韻
「
鳥
聲
」（
交
、
古
肴
切
）」（
平
声
肴
韻
）、「
淫
聲
」（

　　、



於
交
切
）」（
同
）、（
万
象
名
義
な
し
、
宋
本
玉
篇
「
古
爻
切
鳥
聲
也
俗
亦
為

　　字
」

（
上
52
ウ
）。
宋
本
玉
篇
に
よ
る
。

〔
本
文
〕
即
老
若
人
被
／
□
サ
ク螫ー

者
乾
　脯ー

火
中
熱
焼
（
25
ウ
）

〔
上
欄
〕
舒
亦
反
／
□
□
□
／
□
□
蠧

〔
考
察
〕
◇
螫
　広
韻
「
蟲
行
毒
亦
作

　　（
釋
、
施
隻
切
）」（
入
声
昔
韻
）、
万
象

名
義
「
舒
亦
反
虫
行
毒
也
」（
六
91
ウ
２
）、
宋
本
玉
篇
「
式
亦
切
蟲
行
毒
」（
下
43

オ
）。
原
本
玉
篇
に
よ
る
も
の
か
。

〔
本
文
右
〕
趺
武
反
乾
肉
／
火
中

〔
考
察
〕
◇
脯
　広
韻
「
乾
脯
東
方
朔
云
乾
肉
為
脯
／
禮
記
曰
牛
脩
鹿
脯
豕
脯
（
甫
、

方
矩
切
）」（
上
声
麌
韻
）、
万
象
名
義
「
趺
武
反
乾
肉
薄
拆
」（
二
66
ウ
１
）、
宋

本
玉
篇
「
方
武
切
脯

　　也
」（
上
71
オ
）。
原
本
玉
篇
に
よ
る
か
。

〔
本
文
〕
即
日
／
夜
常
思
前
人
護
死
者
若
得
見
面
死
不
肯
去
怜ー
（
25
ウ
）

〔
上
欄
〕
魯
丁
切
／
了
也

〔
考
察
〕
◇
怜
　広
韻
「
俗
」（
蓮
、
落
賢
切
）」（
平
声
先
韻
）、「
心
了
黠
皃
（
靈
、

郎
丁
切
）」（
平
声
青
韻
）、
万
象
名
義
な
し
、
宋
本
玉
篇
「
魯
丁
切
心
了
也
」（
上

79
オ
）。
宋
本
玉
篇
に
よ
る
。

　
　七

お
わ
り
に

右
に
掲
げ
た
以
外
に
も
筆
者
の
収
集
し
た
逸
文
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
紹
介
は

別
の
機
会
と
し
た
い
。

な
お
、
先
学
の
言
及
さ
れ
た
高
山
寺
経
蔵
典
籍
所
引
の
古
辞
書
逸
文
を
付
録
と

し
た
。
不
備
の
点
は
今
後
補
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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4.164.019 近藤 1980

4.171.019 宮澤 1980 宮澤 1991b

4.172.003.003 宮澤 1980 宮澤 1991b

4.172.014.032 三保 1988 宮澤 1991b

4.185.135 近藤 1980

4.188.042 近藤 1980

4.189.021 宮澤 1991b

4.189.038 白藤 1980 宮澤 1991b
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部（函）号
1.003 三保 1989

1.021 宮澤 1992

1.030 宮澤 1985a

1.031 三保 1989

1.032 宮澤 1985b 三保 1988 築島 1988 三保 1989

1.148 宮澤 1985a

1.154 宮澤 1980 近藤 1980 宮澤 1985a

1.156 宮澤 1985a

1.160 宮澤 1985a

1.165 宮澤 1985b

1.191.003 宮澤 1992

1.275 宮澤 1992

1.292 宮澤 1992

2.003 三保 1989

2.057 宮澤 1985b

2.061.001 宮澤 1980 宮澤 1985a

2.093 宮澤 1992

2.098 宮澤 1995

2.125 宮澤 1995

2.147 宮澤 1980 宮澤 1985a

2.152 白藤 1980 宮澤 1985b

2.206 白藤 1980 宮澤 1980 宮澤 1985a 築島 1988

2.280 白藤 1980 宮澤 1980 近藤 1980 宮澤 1985b

3.041 宮澤 1995

3.042 宮澤 1995

3.201.004 宮澤 1980 宮澤 1988

3.234 宮澤 1988 月本 1989

4.034.013～019 三保 1988 小助川 1997

4.048.002 宮澤 1988

4.053.084 宮澤 1995

4.053.164 宮澤 1989c

4.053.390 宮澤 1980 近藤 1980 宮澤 1988

4.062.114 三保 1989

4.062.121 宮澤 1988

4.063.023 宮澤 1995

4.063.035 白藤 1980 宮澤 1980 宮澤 1988

4.066.014 宮澤 1988

4.066.015 白藤 1980 宮澤 1988

4.067.026.007 宮澤 1980 沼本 1980

4.075.034 白藤 1980 宮澤 1980 宮澤 1988
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